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あらまし：世界中のあらゆる情報がインターネットを介して簡単に入手できる現在、大学におけるレポー

トや論文での剽窃が増加し、学生の情報倫理観が問題となっている。本稿では、大学生を対象に、「コピ

ペ」問題に関する小論文の作成とアンケートを実施することで、学生の倫理観を定量的に分析することを

試みた。従来のアンケート調査だけでは分からない不正行為に関する意識を明らかにする為に、テキスト

マイニングと統計的手法を用いて分析を行い、考察を行った。
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1. はじめに
大学の授業で課されたレポート課題や論文におけ

る無断転載、剽窃など、大学生の情報モラルの低さ

が問題となる事例が多発している。

IPA（情報処理機構)の 2014 年度の調査(1)によると、 
「閲覧したサイトの見出しやホームページに記載さ

れた文章をコピーして利用した経験」の有無は、各

世代の中で 20 代が最も多いといった結果が示され

ている。現在の大学生にあたる10代から20代の人々

は、早い段階からインターネットが身近にある環境

で育っており、また近年のスマートフォンの普及に

より、情報を簡単に入手、コピーできることが当た

り前となっている。

そのため現在多くの大学では、初年次教育や情報

リテラシーの授業を通して情報モラル教育を行って

おり、その中でレポートの書き方やどのようなケー

スが剽窃にあたるのか等を教えている。しかしなが

ら、適切な引用を用いてレポートを作成する学生は

少なく、多くはどこまでが引用でどこから剽窃にな

るのか分からないケースや、剽窃と分かっていても

「楽だから」「良い点をとりたいから」などの理由で

コピー＆ペーストをしてしまうケースが見受けられ

る。その中でも我々は、後者の分かっているのにや

ってしまう行為こそが従来の情報モラル教育では解

決が困難な問題だと考えた。

そこで本研究では、情報モラル問題、特にレポー

トや論文の剽窃（以下コピペとよぶ）問題に関して、

大学生に小論文を書かせ、かつアンケート調査を実

施することで、それらのデータを分析し、大学生の

情報モラル観の実態を調査することにした。

2. 調査方法
2014 年 4 月に、首都圏の大学に通う大学 1 年生か

ら 2 年生 217 名に対して、必修科目の授業時間を利

用して情報モラルに関する小論文（テーマは SNS 問

題またはコピペ問題のいずれかを選択）を書いても

らった。217 名中 46 名の学生がコピペ問題をテーマ

に選び、小論文を提出した。

[コピペ問題に関する小論文課題の内容] 
現在メディアで頻繁に取り上げられている論文不

正問題では、論文の一部に他の論文やウェブサイト

からコピー＆ペーストした部分があることが明らか

となった。なぜコピー＆ペーストをしてはいけない

のだろうか。また、コピー＆ペーストを防ぐにはど

のような対策が考えられるだろうか。

小論文の文字数の制限については、1000 字程度と

教示した。

次に、その 217 名を対象にコピペ問題に関するア

ンケート調査を実施した。アンケートはブラウザ上

で回答できる Web アンケートフォームを用いて

LMS 上で実施した。コピペ問題に関わる質問内容を

下記に示す。

[コピペ問題に関するアンケートの質問項目] 
Q10. レポートでコピペだとばれなければ、あなた

はコピペをすると思いますか。

Q11. レポートだけでなく、論文やブログの記事な

ど、様々な文章に関して無断盗用やコピペが広

まっています。その理由は何だと思いますか。 

Q10 と Q11 以外の質問には、学生の属性情報に関す

る質問や SNS の利用状況、SNS における問題行動な

どが含まれており、本稿ではコピペ問題に関して考

察を行うため、今回は上記の 2 問に限定をして分析

を行った。
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3. 大学生のコピペ問題に関する意識 
小論文課題とアンケートの自由記述回答について、

大学生のコピペに対する意識を調査するために、テ

キストマイニングツールKH Coder(2)を用いて分析を

行った。 
3.1 小論文課題の分析 

46 名の小論文を対象に、頻出単語（出現回数 15
以上の語対象）について共起ネットワーク分析を行

った結果を図 1 に示す。 

 
図 1 小論文の頻出単語における共起ネットワーク 
 
共起ネットワークの中心は「コピーペースト」とい

う単語になり、「不正」「防ぐ」「論文」などの多くの

単語とネットワークを有している。今回の小論文で

は、レポートのコピペ問題よりも、世間で話題とな

っている研究や論文の不正、いわゆる実例について

言及する内容が多くを占めた。また、「システム」「検

知」「導入」の単語が繋がっていることからも分かる

ように、解決策としてコピペを検知するシステムの

導入を提案する内容も見受けられた。 
3.2 アンケート調査の結果 

アンケートの Q10 に対する回答結果を表 1 に示す。 
1～4 の選択肢はいわゆる剽窃にあたる行為に相当

する。41%の学生が、教員が分からなければこれら

の行為をすると答えている。 
 次に、学生がコピペに対してどのように感じてい

るのかを知るために、Q11 の自由記述の回答文の中

でどのような形容詞が多く使われているのかを分析

した。表 2 に形容詞の頻出単語上位 10 件を抽出した

結果を示す。表 2 から、学生がコピペをする理由の

一つとして、「簡単」「便利」「容易」「手軽」といっ

たデジタルコンテンツ特有の複製の容易さが挙げら

れていることが分かる。また、「多い」「良い」の形

容詞は、「インターネット上の情報量が多く、文章の

内容も良い」といった使われ方をしていた。つまり、

学生が自身のレポート課題に関する知識が乏しいた

めに、Web 上にある情報や文章を使ったほうが自分

で考えたレポートより評価が良くなると考えている

ことが分かる。そして、「楽」「面倒」「必要」に関し

ては、「自分で考える必要がなく楽」「面倒くさいか

ら」など課題に時間を掛けたくないという学生の心

理が窺える。最も出現回数の多かった「楽」とよく

共起している単語は「コピペ」「引用」「一般」「終わ

る」などであった。また、「悪いという感覚がない」

のような情報モラルに関する知識や認識が低いため

に行っているという回答もみられた。 
 
表 1 Q10 の質問に対する回答率（n=217） 

 選択肢 回答率

1 全部インターネットからコピペをする 2.3% 

2 半分はコピペをし、半分は自分の言葉

で書く 
8.3% 

3 60%は自分の言葉で書くが、40%くら

いはコピペするかもしれない 
16.1%

4 大半はコピペをするが、表現を直して

利用する 
14.3%

5 重要な部分だけ引用として利用する 52.5%
6 まったくコピペしようとは思わない 6.5% 

 
表 2 Q11 の回答文における形容詞 

頻出単語上位 10 件（n=216、1 件未回答） 
形容動詞 出現数 比率 

楽 50 27.0%
簡単 39 21.1%
面倒 20 10.8%
便利 9 4.9%
必要 7 3.8%
多い 6 3.2%
良い 6 3.2%
容易 4 2.2%
手軽 3 1.6%
悪い 3 1.6%

 
4. おわりに 
アンケートの分析の結果から、多くの学生は不正

行為だと知った上で剽窃を行っていることが明らか

になった。小論文では、実例に対する見解のほか、

対策案の内容も含まれており、「コピペを検知するシ

ステム、ソフトウェアの導入」「低学年からの情報モ

ラル教育の実施」「レポート課題のテーマ設定の工夫」

などが挙げられていた。 
今後、今回のアンケートや小論文に加え、情報倫

理のスキルチェック試験の結果など含めてさらに分

析を進めていく予定である。そしてこれらの分析結

果をもとに、情報倫理教育の取組みの改善を行い、

その効果について検討をしていく必要がある。 
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